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ユニ・チャームは「共生社会」の実現に寄与するために、環境問題や社会課題の解決に取り組ん
でいます。
2020年10月、私たちは、ユニ・チャームグループ中長期ESG目標「Kyo-sei Life Vision 2030 

～ For a Diverse, Inclusive, and Sustainable World ～」を公表しました。策定に際し、まず当
社が想い描く「2030年のありたい姿」を明示し、これを基に具体的な重要取り組みテーマや目
標を設定しました。
この「Kyo-sei Life Vision 2030」を着実に実行することによって、環境問題や社会課題の解決、
消費者や地域社会への貢献と、継続的な事業成長を同時実現することを目指します。

Kyo-sei Life Vision 2030 の位置付け

ユニ・チャームはSDGsの達成に貢献することを「パーパス」（存在意義）と考えています。この
パーパスを「ミッション」「ビジョン」「バリュー」の3つに分けて具体化しました。
まず「ミッション」とは「何を成したいか？」を明示したもので、具体的には「『共生社会』の実現」
です。当社の目指す「共生社会」とは、全ての人が自立し、互いに助け合うことで、自分らしく暮
らし続けられる社会です。続く「ビジョン」とは「どのようにして『共生社会』を実現するか？」を
示すものです。具体的には当社の理念である「NOLA & DOLA（Necessity of Life with 

Activities & Dreams of Life with Activities）」を実践することで、「NOLA」とは「生活者がさ
まざまな負担から解放されるよう、心と体をやさしくサポートする」ことを、「DOLA」とは「生活
者一人ひとりの夢を叶えることに貢献する」という想いを込めています。そして「バリュー」とは

「ミッション」「ビジョン」を支える根底にある「志」「使命感」で、当社においては全世界の社員全
員で「共振の経営」という統一されたマネジメントモデルを推進することです。
以上の「パーパス＝ミッション・ビジョン・バリュー」をより強力に推進することを目的に、当社
が想い描く「2030年のありたい姿」を明示し、具体的な重要取り組みテーマや目標を設定しま
した。
この「Kyo-sei Life Vision 2030」を着実に実行することによって、環境問題や社会課題の解決、
消費者や地域社会への貢献と、継続的な事業成長を同時実現することを目指します。

共生社会 = Social Inclusion
いわゆる生活弱者に加え、加齢や疾病、出
産、生理などにより一時的または一定期間、
不利を抱える状況にある人たちまでを視野に、
どのような状況においても、その人らしい生活
が送れるよう、一人ひとりが自立をしつつ、程
よい距離感でそれぞれができる方法で支え合
う社会

ユニ・チャームウェイ体系図

Purpose

SDGs

法令

倫理

社是
「人類の豊かな生活」の実現

“我が五大精神”と社員行動原則
“信念と誓い”と企業行動原則

「三つのDNA」＝「BOP-Ship」「共振の経営」
Value

「共生社会」 
（Social Inclusion） 

の実現

Mission

Vision
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私たちの健康を
守る・支える

社会の
健康を

守る・支える

地球の
健康を

守る・支える

提供する商品・サービスを通じて、お客様の安全・安心・満足の向上
と、社会課題の解決や持続可能性への貢献の両立を目指します。

目指す方向

● 「NOLA & DOLA」を実現するイノベーション
● 持続可能なライフスタイルの実践
● 持続可能性に考慮したバリューチェーンの構築
● 顧客満足度の向上
● 安心な商品の供給

重要取り組みテーマ

衛生的で便利な商品・サービスの提供と、地球環境をより良くす
る活動への貢献の両立を目指します。

目指す方向

● 環境配慮型商品の開発
● 気候変動対応
● リサイクルモデルの拡大
● 商品のリサイクル推進
● プラスチック使用量の削減

重要取り組みテーマ

● 健康寿命延伸／QOL向上
● 性別や性的指向等により活躍が制限
　されない社会への貢献

● パートナー・アニマル（ペット）との共生
● 育児生活の向上
● 衛生環境の向上

重要取り組みテーマ
全ての人が「自分らしさ」を実感し、日々の暮らし
を楽しむことができる社会の実現に貢献する
商品・サービスの展開を目指します。

目指す方向

● 持続可能性を念頭においた経営
● 適切なコーポレート・ガバナンスの実践
● ダイバーシティマネジメントの推進

● 優れた人材の育成・能力開発
● 職場の健康と労働安全システムの構築

重要取り組みテーマ
全てのステークホルダーから信頼を得られるよう
な公正で透明性の高い企業運営を目指します。

目指す方向　

「共生社会」の実現

私たちの健康を守る・支える

ユニ・チャーム プリンシプル

ユニ・チャーム プリンシプ
ル

地
球
の
健
康
を
守
る
・
支
え
る

社
会
の
健
康
を
守
る
・
支
え
る

Kyo-sei Life Vision 2030 For a Diverse, Inclusive, and Sustainable World 

目指す「共生社会」を実現するために、私たちユニ・チャームは、公正で透明性の高い企業経営（ユニ・チャーム プリンシプル）のもと、以下の3つの健康を守り、支えていきます。
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「共生社会」の実現

2050年・「共生社会」の実現に必要なアプローチ

「Kyo-sei Life Vision 2030 の位置付け」に記したように、当社のミッションは「共生社会」の実現です。2050年に「共生社会」が実現されると仮定して、「理想の将来像」を具体化し、この将来像と
現状のギャップを埋めるために必要なアプローチを整理しました。

想定される社会像

高齢社会の加速 女性の社会進出が常態化 ダイバーシティの進展、概念の拡張

AIなどIoT技術の進化
異常気象、新型疾病などにより 

社会が不安定化
サーキュラーエコノミーの浸透

アフリカの時代が到来
資源需給の変化による 

サプライチェーンの崩壊／再構築
世界的な人口動態の変化

理想の将来像
【社会】

個人・社会・地球環境の健康が 

バランスよく保たれている「共生社会」の実現

【ユニ・チャーム】
全世界の赤ちゃんからお年寄りまで全ての生活者と 

パートナー・アニマル（ペット）が、 
心身・社会・地球の健康を実感できる社会インフラを提供する企業

必要なアプローチ 全世界への進出 商品・サービスの進化 パーソナライズ化 サーキュラーエコノミー
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Kyo-sei Life Vision 2030 策定プロセス 

重要課題の特定

多くの文献ソースから、関わりある社会課題
等を513項目抽出し、4つの絞り込みの視点
を踏まえ、44項目に整理。
（ISO26000・GRI・SDGs・FTSE・MSCI・DJSI 他）

関わりのある課題の抽出1

自社視点評価のため取締役、執行役員、本
部長、関係会社社長以下マネージャーま
での約900名にサーベイを実施。

自社視点評価の実施2

社外視点（ステークホルダー視点）の重
要度評価に56団体にサーベイへの参画
を依頼し、32団体より回答。

社外視点評価の実施3

「執行役員SDGs勉強会」を実施した後、
「執行役員ワークショップ」を開催し、
2050年に想定される社会像や目指すべ
き方向性について意見を収集。

執行役員とのワークショップ4 マーケティング部門および開発部門との討議5

1 ESG調査機関および他社ベンチマーク調査の実施

2 各ブランド戦略の方向性との照合

3 本部長・部長クラスとの意見交換の実施

4 指標・目標初期案の作成

重要課題に紐づいた指標および目標値を策定し、

ESG委員会にて承認。

2050年のありたい姿と必要なアプローチ
をまとめ、重要課題を特定し、ESG委員会
にて承認。

重要課題の特定5

指標および目標値の確定6

2
PhasePhase

1
重要課題に紐づいた指標および
目標値の策定

重要課題の特定のため下記のステップで重要課題の抽出とマトリックスの作成を実施。 重要課題に関して、以下のステップで指標・目標の検討を実施。

重要課題マトリックス

私たちの健康を守る・支える

社会の健康を守る・支える

地球の健康を守る・支える

ユニ・チャーム プリンシプル

優れた人材の育成・能力開発

ダイバーシティマネジメントの推進

気候変動への対応
 温室効果ガスの排出削減・
 最適なエネルギー利用の拡大

持続可能性を念頭においた経営

リサイクルモデルの拡大

顧客満足度の
向上

性別や性的指向等により
活躍が制限されない社会への貢献

衛生環境の向上

商品のリサイクル推進

プラスチック使用量の削減

職場の健康と労働安全システムの構築

（重要度）
低い 高い

高い

健康寿命延伸を含めた
QOL向上 NOLA & DOLAを実現する

イノベーション

生物多様性への配慮

環境配慮型商品の開発

パートナー・アニマル
（ペット）との共生育児生活の向上

安心な商品の供給

持続可能性に考慮した
バリューチェーンの構築
（持続可能な原材料調達）

持続可能な
ライフスタイルの実践

適切なコーポレート・ガバナンスの実践
（コンプライアンスの徹底）

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
要
度

ユニ・チャームグループの重要度

重要課題マトリックス

私たちの健康を守る・支える

社会の健康を守る・支える

地球の健康を守る・支える

ユニ・チャーム プリンシプル

優れた人材の育成・能力開発

ダイバーシティマネジメントの推進

気候変動への対応
 温室効果ガスの排出削減・
 最適なエネルギー利用の拡大

持続可能性を念頭においた経営

リサイクルモデルの拡大

顧客満足度の
向上

性別や性的指向等により
活躍が制限されない社会への貢献

衛生環境の向上

商品のリサイクル推進

プラスチック使用量の削減

職場の健康と労働安全システムの構築

（重要度）
低い 高い

高い

健康寿命延伸を含めた
QOL向上 NOLA & DOLAを実現する

イノベーション

生物多様性への配慮

環境配慮型商品の開発

パートナー・アニマル
（ペット）との共生育児生活の向上

安心な商品の供給

持続可能性に考慮した
バリューチェーンの構築
（持続可能な原材料調達）

持続可能な
ライフスタイルの実践

適切なコーポレート・ガバナンスの実践
（コンプライアンスの徹底）

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
要
度

ユニ・チャームグループの重要度

ESG 推進体制

策定した「Kyo-sei Life Vision 2030」については、全社横断の
組織体制である以下の体制で、推進します。

P.010   ESG推進体制
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重要取り組みテーマ・指標・目標・実績一覧  

重要取り組みテーマ 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 目標値 目標年

私たちの健康を守る・支える　全ての人が「自分らしさ」を実感し、日々の暮らしを楽しむことができる社会の実現に貢献する商品・サービスの展開を目指します。
健康寿命延伸／QOL向上 どのようなときも、誰もが“自分らしさ”を実感して暮らすことのできる社会の実現に貢献する商品・サービスの展開比率。 100%継続 100%継続 100% 2030年

性別や性的指向等により活躍が制限されない社会への貢献
世界中全ての人が、性別や性的指向等によって制限を受けることなく活躍できる社会の実現に貢献する商品・サービスの
展開比率。（一部の国・地域において残る女性への差別解消に貢献する商品・サービスの展開を含む）

100%継続 100%継続 100% 2030年

パートナー・アニマル（ペット）との共生
パートナー・アニマル（ペット）が、家族はもちろん、地域に暮らす人々から歓迎される社会の実現に貢献する商品・サービ
スの展開比率。

100%継続 100%継続 100% 2030年

育児生活の向上 赤ちゃんと家族が、すこやかに、かつ、ほがらかに暮らすことのできる社会の実現に貢献する商品・サービスの展開比率。 100%継続 100%継続 100% 2030年

衛生環境の向上 一人ひとりの努力で、予防可能な感染症（接触感染、飛沫感染）を抑制する活動に貢献する商品・サービスの展開比率。 100%継続 100%継続 100% 2030年

社会の健康を守る・支える　提供する商品・サービスを通じて、お客様の安全・安心・満足の向上と、社会課題の解決や持続可能性への貢献の両立を目指します。
「NOLA & DOLA」を実現するイノベーション さまざまな負担からの解放を促し、生きる楽しさを満足することに貢献する商品・サービスの展開比率。 100%継続 100%継続 100% 2030年

持続可能なライフスタイルの実践 持続可能性に貢献する社内基準「SDGs Theme Guideline」に適合した商品・サービスの展開比率。 100%※ 10.5% 50% 2030年

持続可能性に考慮したバリューチェーンの構築 環境・社会・人権の観点を踏まえ、地域経済に貢献する『地産地消』で調達した原材料を用いた商品・サービスの展開比率。 開発継続中 開発継続中 倍増（2020年比） 2030年

顧客満足度の向上 消費者から支持を獲得している（=No.1シェア）商品・サービスの比率。 23.4% 23.6% 50% 2030年

安心な商品の供給 品質に関する新たな安全性の社内基準を設定し、認証を付与した商品の比率。 100%継続 100%継続 100% 2030年

地球の健康を守る・支える　衛生的で便利な商品・サービスの提供と、地球環境をより良くする活動への貢献の両立を目指します。
環境配慮型商品の開発 今までにないユニ・チャームらしい考え方で「3R+2R」を実践する商品・サービスの展開件数。 開発継続中 2件 10件以上 2030年

気候変動対応 事業展開に用いる全ての電力に占める再生可能電力の比率。 7.3% 11.0% 100% 2030年

リサイクルモデルの拡大 紙おむつリサイクル設備の導入件数。 開発継続中 1件 10件以上 2030年

商品のリサイクル推進 資源を循環利用した不織布素材商品のマテリアル・リサイクルの実施。 開発継続中 開発継続中 商業利用開始 2030年

プラスチック使用量の削減 プラスチックに占めるバージン石化由来プラスチックの比率。 開発継続中 開発継続中 半減（2020年比） 2030年

ユニ・チャーム プリンシプル　全てのステークホルダーから信頼を得られるような公正で透明性の高い企業運営を目指します。

持続可能性を念頭においた経営
外部評価機関による評価レベルの維持・向上の推進。 ̶ ー 最高レベル 26年から毎年

バリューチェーンにおける重大な人権違反の発生件数。 発生ゼロ 1件（是正済） 発生ゼロ 毎年

適切なコーポレート・ガバナンスの実践 重大なコンプライアンス違反件数。 発生ゼロ 発生ゼロ 発生ゼロ 毎年

ダイバーシティマネジメントの推進 女性社員に様々な機会を提供することによる管理職における女性社員比率。 22.5% 23.2% 30%以上 2030年

優れた人材の育成・能力開発 社員意識調査の「仕事を通じた成長実感」における肯定的な回答の比率。 81.4%（日本） 89.2% 80%以上 2030年

職場の健康と労働安全システムの構築 心身ともに社員が健康で安心して働くことができる職場環境整備による心身の不良を原因とした休職者の削減比率。 6名（日本） 4名（日本） 半減（2020年比） 2030年

※ 「持続可能なライフスタイルの実践」の2021年実績については、運用件数から比率に改めました。
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貢献するSDGs 

重要取り組みテーマ

私たちの健康を守る・支える　
健康寿命延伸／QOL向上

性別や性的指向等により活躍が制限されない社会への貢献

パートナー・アニマル（ペット）との共生

育児生活の向上

衛生環境の向上

社会の健康を守る・支える
「NOLA & DOLA」を実現するイノベーション

持続可能なライフスタイルの実践

持続可能性に考慮したバリューチェーンの構築

顧客満足度の向上

安心な商品の供給

地球の健康を守る・支える
環境配慮型商品の開発

気候変動対応

リサイクルモデルの拡大

商品のリサイクル推進

プラスチック使用量の削減

ユニ・チャーム プリンシプル　
持続可能性を念頭においた経営

適切なコーポレート・ガバナンスの実践

ダイバーシティマネジメントの推進

優れた人材の育成・能力開発

職場の健康と労働安全システムの構築

Unicharm Group  
Sustainability Report 2023 017イントロダクション 社会サステナビリティ 

マネジメント ガバナンスKyo-sei Life  
Vision 2030

外部との連携／ 
外部評価一覧環境 第三者保証報告書
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